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2 平成20年度札幌南一条病院BSC達成度
指　　　標 平成20年度目標値 実　績　値
①医業収益 21億円 21．5億円
②キャッシュフローマージン 8％ 10％
財務の視点
③一般病棟ベッド稼働率 80％ 70．5％
④血液透析患者数 150名 145名
⑤年間健診患者数 300以上
（人間ドック147、
穴ﾇドック47）
顧客の視点 ⑥患者満足度 良い以上90％
予約有85％
¥約なし82％
軏{問題検討委員会の
?錘Q照
⑦職員満足度 すべての項目5．5以上
設備・環境4．5
軏{問題検討委員会の
?錘Q照
⑧レベル3以上のインシデント数 20以下 安全管理委員会の?錘Q照
内部プロセ
Xの視点 ⑨QC活動サークル数 8以上
9
⑩平均在院日数 17．5日以下 17．4日
⑪HOT／SAS新規導入患者数15／30 25／59
学習・成長
ﾌ視点 ⑫腎生検／PTA／シャント手術数 12／25／25
12／34／10
iCAPD　3）
⑬冠動脈造影／PTCA／PMI数75／15／12 27／3／12
平成20年度のBSC達成度においては、ほぼ予想通りの結果を得ることができた。
それぞれの項目について概説する。
①　財務の視点に関しては、予想通りの収益を上げることはできたが、一般病棟のベッド稼働率は70．5％と昨年
　（75．8％）より大幅に低下しており、今後の問題と思われた。5階病棟は一時一般病床化したが、7月より障
　害者病棟に再申請し、入院透析も含めて安定したベッド稼働率を維持することができている。9階病棟の亜急
　性期病床は、まだベッド稼働率が低く、受け入れ体制のシステム化が求められる。血液透析患者数は予想通り
　の数字で推移している。
②顧客の視点では、人間ドック・血管ドックは、もう少し増加を期待していたが、昨年並みの数字であった。
　今後さらに広報活動に力をいれていきたい。また、本年度より外来は完全予約制となり、患者満足度の大幅な
　改善が認められた。内容の詳細についての分析は、本年報の基本問題検討委員会の報告を参照してもらいたい。
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平成20年度は特に医療機器の整備に重点を置き、血管造影装置や運動負荷心電図装置などを最新鋭に更新した。
職員満足度調査では、特に問題とされていた売店のアクセスの悪さを考慮して、売店の移設・新装を行った。
またボイラーの更新による暖房効率の改善などを行ったが、今年度の職員満足度調査にても、設備環境は45
と5以下となっている。病院自体が老朽化していることに対する評価とも思えるが、今年はトイレ・水周りの
工事など、よりよい労働環境を提供したいと考えている。
③内部プロセスの視点では、平均在院日数は年間を通じて17．4日と安定していた（18日を越える月が4月・10
　月・11月と3ヶ月あったが、19日は越えておらず満足すべき値と思われる）。職員自主参加型の活動として
　QC活動を行っているが、平成20年度も多くの参加があった。参加数の増加だけではなく、各チームの内容が
　充実してきており、病院機能の向上に役立っていると痛感した。
④　学習・成長の視点では、本年度もソフト、特にイントラの充実に力を注いだ。システム開発部による検査予
　約のソフトが完成・運用され始めた。カスタマイズやメンテナンスのメリットに加えて経済効果も大きいもの
　がある。血管造影装置の老朽化や運動負荷装置の故障により、一部検査数が著明に減少したが、装置の更新に
　より今後は従来どおりの検査数を予定している。医師事務業務補助者を医局に常駐してもらい、書類作成など
　の業務を補助してもらう体制としているが、勤務医の過重労働の軽減に役立っている。
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